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中央大学国際センター主催 2020年度 夏期集中TOEIC講座【文法強化コース】 シラバス 
 

 
コースの概要・学習量・目的 

 
国際センター主催のTOEIC講座における定番講座です。次の1)〜5)のいずれかに該当する方に向くコースです： 1) 文法学習に興味がある 2) TOEIC
テストを網羅的に学習したい 3) 何度か受験しているが、スコアが停滞している 4) リスニングの後半で正答率が下がる 5) リスニングに比べてリー
ディングのスコアが目立って低い 
 
授業では、TOEIC対策本のベストセラー、単語帳『金のフレーズ』、Part 5の問題形式でTOEICに出題される文法を学ぶ問題集『でる1000』、に加え、
今回は模試問題集をこれまで使用していたものから新しいもの『奪取の模試』にリニューアルし、合計3冊のテキストを使ってTOEICテストに頻出の
語句、文法事項、問題形式を学習します。この過程で、スコアの停滞の原因や受講者のみなさんの弱点を発見・解決し、近い将来のハイスコア獲得への
足がかりをつかむことを目的としたコースです。網羅的にTOEIC対策を行いますが、このクラスでは、特に文法学習を重視します。学習量はかなりの
ものになりますが、それによって受講生のみなさんに自信を持って頂くこともこのコースの重要な目的の1つです。 
 

 
使用テキスト 

（3冊合計約5,000円） 

① （単語帳）TEX加藤著、『TOEIC L & R TEST 出る単特急 金のフレーズ』 
https://publications.asahi.com/ecs/detail/?item_id=18732 
② （文法書）TEX加藤著、『TOEIC L&R テスト 文法問題 でる1000問』 
https://www.ask-books.com/978-4-86639-083-3/ 
③ （模試）濱崎潤之輔著、『TOEIC L&Rテスト 目標スコア奪取の模試』 
https://www.obunsha.co.jp/product/detail/094919 

 
コースの目標 

① TOEICテスト向けの単語力を強化する 
② スコア停滞の原因、またはリスニング・リーディングの伸び悩みの大きな原因である文法知識の不足を補う 
③ TOEICテストの形式を知り、スコアアップのコツ（ストラテジー）を知る 
④ 講座中、または参加者各自の目標期限内に各自の目標スコアを獲得する 
⑤ 上記④を実現させるための総合的な学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 600点〜700点 
 

1回の授業の流れ（予定） 
 

毎時授業の冒頭で選択式10問の単語テストを行います。その後、文法問題集と模試問題集をバランス良く学習します。授業の進度や当日扱うパート・
問題の難易度により、担当講師の判断で扱いきれなかった問題は翌日に回したり、宿題となることがあります。また、主に1日の前半で文法問題集を、
後半で模試を扱う予定ですが、このコースは学習内容が多岐にわたるため、これは大まかな目安となります。講師の判断や授業の開講方式、クラスの状
況によりスケジュールが変動したり、宿題になる問題が発生する場合があります。多少の変動に関して、ご理解頂けましたら幸いです。 

https://publications.asahi.com/ecs/detail/?item_id=18732
https://www.ask-books.com/978-4-86639-083-3/
https://www.obunsha.co.jp/product/detail/094919
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予習・復習 

◇ 予習…単語テストの準備のみ（詳細は、下記「注意事項」を参照）。文法問題集と模試問題集の問題は事前に解く必要はありません。 
◆ 復習…文法問題集と模試問題集の問題を解き直すといいと思います。少し記憶が薄れたころ、このシラバスと同じペースで解いたり、あるいは講座
後に模試のように一気に解くのもお勧めです。時間がない時は、間違えた問題の英文を意味を考えながらゆっくり丁寧に音読するのもお勧めです。ま
た、文法問題集は合計1000問以上あり、授業では全て扱えないため、授業で扱わなかった問題を計時して解くのも良いでしょう。 

 


